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電話で
相 談
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会って
相 談

ホームページからも相談できます

※駐車場はありません
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子どもアシストセンター
（6階）

●日曜日・祝日・年末年始はお休みです。

受付
時間

月 金 10：00 20：00～ ～
土 10：00 15：00～

札幌市子どもの権利救済機関

子どもアシストセンター
0120-66-3783
子ども専用通話料無料電話

メールに思いをのせて ～子どもに寄り添う

2011年11月

どもアシストセンターでは、子どもたちがSOSを発信しやすいようにと、通話料無料電話
を設置しているほか、全国的にも珍しい〝メール相談〞を取り入れています。

　声の様子や表情がわからないため、子どもの置かれている状況や気持ちがつかみにくい場合も
ありますが、メールだからこそ話してくれたのだろうと感じる相談も少なくありません。
　今回は、この〝メール相談〞にスポットをあててみます。

子

やりとりは短くても

　「書いたらすっきりした」、「読んでもらえたと思うだけでう

れしい」と文末を結んで、たった数回のやりとりで終わる子

どもたちもいます。誰かが〝わかってくれた〞と感じたら、

子どもは自分から前に進んでいくんだな…そんなことを感じ

ます。

子どもが再び歩みだすまで

　半年や1年以上、やりとりが続く場合もあります。しんどい、

しんどい、自分はもうダメだというのですが、こちらから見

ると、つらい思いをしながら、もう十分すぎるくらい頑張っ

ている子どもたちです。「よくやってるよ。大丈夫だよ。」相談

員が寄り添ううち、子どもは力を取り戻し、再び歩みだして

いきます。

つながる

　アシストからのメールを「お守りのように持っている」と書

いてきてくれた子がいました。

　そうだよ、ひとりぼっちじゃないよ。

　そう感じてほしくて、私たちは今日も返信します。

　つらい思いをしながら誰にも話せずにいる子どもたちが、

一人でも多く、アシストにつながってくれますように。

利用者の多くは中学生

　平成 22 年度の相談者（実人数）1,171 人のうち、メー

ル相談を利用した方は 343 人（29.3％）、このうち子ども

は301人（87.8％）と、大半を占めています。

　特に中学生の利用が多いのですが（142 人　47.2％）、

これは携帯電話を持っている子が多いためかもしれません。

子どもからのメール

　「あの～」、「たすけて」という一言だけが飛び込んできて

戸惑う場合もありますが、やりとりを重ねるうちに、その子

どもの感じていたこと、聞いてほしかったことが出てきて、

「そうかそうか、そうだったんだね…」とわかってくること

もたくさんあります。

寄せられる相談はさまざま

　全体の傾向と同様、学校生活に関する相談が最も多いの

ですが、家庭のこと、自分自身のことなどに展開していく

場合もあります。相談員は、苦しかったことや悲しかったこ

とを存分に吐き出せるよう言葉かけしたり、悩みの解決に

向けて一緒に考えたりします。

メ ー ル 相 談 に つ い て
①　メール相談は24時間受け付けていますが、返信はアシストの相談時間内に送ります。
　　（平日：午前10時～午後8時、土曜日：午前10時～午後3時。日・祝日・年末年始はお休み）

②　学校に行っていると思われるお子さんには、授業が終わった頃に返信しています。

③　返信には時間がかかることがありますが、数日たっても返信が来ない場合には、アシストにお電話をください。
　　（お使いの携帯電話の設定により、アシストからの返信が届いていないことが考えられます。）

「子ども相談窓口案内」
機関名 相談内容 受付時間 電話番号

● いじめ電話相談（札幌市教育委員会） いじめ問題、不登校など 月～金　9：00～20：00 0120-127-830
24 時間受付 0570-078310（全国統一の教育相談ダイヤル）

● 札幌市教育センター教育相談室・
幼児教育センター（札幌市教育委員会）

不登校、いじめ、発達・対人関係についての
心配、子育ての悩みなど

月～金　8：45～17：15（※） 671-3210

● 子どもの権利110番（札幌弁護士会） いじめ、虐待、不登校など全般（弁護士によ
るアドバイス）

木　16：00～18：00 281-5110

● 興正こども家庭支援センター 育児、しつけ、不登校、非行、虐待、発達障
がい、家庭環境など

24時間受付・年中無休 765-1000

●札幌南こども家庭支援センター 虐待など子育てに関すること 24時間受付・年中無休 591-2200

●札幌乳児院児童家庭支援センター 育児不安、育児疲れなど、子育てに関する悩
み全般

24時間受付・年中無休 879-6264

● 子どもの人権 110番（札幌法務局） いじめ、体罰、不登校、虐待などの子どもに
関わる人権問題

月～金　8：30～17：15（※） 0120-007-110

● 少年相談 110番
（北海道警察本部少年サポートセンター）

非行、少年の犯罪被害、少年の悩みごとなど 月～金　8：45～17：30（※） 0120-677-110
【携帯電話からは】011-242-9000

●各区家庭児童相談室 いじめ、対人関係、不登校、非行、親子関係
など

月～金　8：45～17：15（※） 【各区健康・子ども課】
中央区　511-7221　　豊平区　822-2400
北　区　757-1181　　清田区　889-2400
東　区　711-3211　　南　区　581-5211
白石区　862-1881　　西　区　621-4241
厚別区　895-2400　　手稲区　681-1211

※印の窓口は土日・祝日・年末年始はお休みです。

【相談内容】子育てに関すること、子どもの悩み全般
【受付時間】24時間・年中無休
【受付方法】①電　話：011－ 854－ 2

つよいこ

415
 ②ＦＡＸ：011－ 836－ 4

よいこに

152
 ③面接・訪問
【住　　所】札幌市豊平区月寒東 1条 17丁目 4－ 33
【ホームページ】http://www.hitujigaokayougoen.or.jp/
 modules/shiencenter/
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児童家庭支援センターとは？ 
　児童相談所の機能を補完するため、児童養護施設に付設される機関。
　夜間・緊急時など 24時間体制で相談などの対応を行い、問題が深刻
化する前に地域で身近に子どもや保護者を支援することで、児童虐待
防止等に寄与している。

YOU・勇・コール

いつでも、どなたでも
　「ご相談はいつでも、どなたでも、気軽
に…と呼びかけています」と、センター長。
　幼児期から思春期のお子さんに至るま
で幅広く、誰もが直面しがちな悩みの声が
寄せられることが多いそうです。
　「お話をじっくり聴いた上で、子どもは
どう感じているのでしょうね？と投げかけ
るとハッとする方もいます。子どもの視点
で見直してみると、気づくことがたくさん
あります。」

地域で共に考える
　特徴的なのは、〝子育てを考える学習会
（※）〞の開催。
　春から秋にかけ毎月1回、地域の保護
者の方々とともに、「子育て中のイライラ」
「親の養育態度」などをテーマとした座談
会を行っています。
　「誰かと話したくてもなかなかその機会
がない、そんなお母さん同士のつながり
を作るきっかけになればとも思っていま
す。肩の凝らない、一緒に考える学習会で
す」。

愛称にこめられた思い
　愛称「YOU・勇・コール」の真ん中に
ある「勇」の一文字。この文字には、電話
することは問題解決に向かう第一歩、だか
ら勇気を出して電話してほしい…そんな思
いが込められているそうです。
　電話相談は匿名でも大丈夫ですが、必
要な場合には、家庭訪問や来所相談も可
能とのこと。
　札幌ドームのすぐそば、子育てと子育ち
の悩みを一緒に考えてくれる、心強い機関
です。

探訪シリ
ーズ!

「相談窓口ってたくさんあるけど、
どこに相談したらいいのかしら？」
　そのような声にお応えするため、
市内の各相談窓口の特徴を、順番
に紹介しています。

（羊ヶ丘児童家庭支援センター）

長い活動歴
　 今 回 訪 問し た の は、
「YOU・勇・コール（羊ヶ丘
児童家庭支援センター）」。
　平成7年、本体の児童養
護施設「羊ヶ丘養護園」が
24時間365日の相談事業
を始め、平成17年、その
経験と実績を引き継いで、市内2番目の児童家庭支援センターとし
て誕生しました。
　活動歴は、延べ16年以上にもなります。

※学習会について、くわしくは携帯電話の i タウンページでもご覧いただけます。


